ちゅうがい ころ 

小説家 後藤 宙外 氏が 鎌 倉に 住んで いた 比の ことで 

あると 云う から、 明治 三十 年 前後の ことであろう、 そ 

はちまんぐう まんじゅう や 

の 時 鎌 倉の 雪の下、 つまり 八幡宮の 前に 饅頭 屋が あつ 

て、 東京から 避暑に 往 つていた X X 君が その 前 を 通つ 

ている と、 饅頭 屋の主 翁が 出て 来て、 

「あなた は X X さんと 云う 方で は ございま せんか」 

と 己の 姓名 を 云う ので、 そうだと 云う と、 

「こんな こと を、 だしぬけに 申しまして は、 へんで ご 

ざいます が、 二階 堂の 方の 別荘に いらっしゃる —— と 

云う 奥さんが、 あなた をお 見かけ 申したら、 どうかお 

遊びに いらして くだされる ように、 お願い 申して くれ 



と、 こんなに 申しつ かってお リ ますから、 どうか そこ 

へ お遊びに 往 つて やってく ださい ませ」 

と 云った。 X X 君 はそんな 女に ちかづきはなかった。 

「それ は、 なに か 人ち がいでしょう、 僕 はそんな 方 は 

知らないから」 

「奥さん も、 わたしの 名なん かお 忘れに なって いらつ 

しゃる だろう が、 たいへん 御 厄介に なった 方 だから、 

ぜ ひ きのう 

是非お 目に かかりた いと 思って いるう ちに、 昨日 八幡 

様の 前で お 目に かかった から、 その 時 声をかけようと 

思って いるう ちに、 つい 声をかけ そこなつ たから、 明 

日で もこう した かっぷくの 方で、 XX さんと おっしゃ 



になった もので ございます、 さあ、 どうかず つと」 

女 は 嬉しくて たまらな いようで あるが、 XX 君 は ど 

うしても 知らない 女であった。 

「私 は、 XX です が、 < ちがいではないでしょう 

か」 

「けっして 人違いで は ございません、 さあ、 どうか」 

人ち が い でなければ あが つ てみ ようと どきょう をき 

めて、 云われる ままに あがった。 そして、 話して みる 

すじよ ラ 

と 女の 素性 はすぐ 判った。 女 は 五六 年 前、 XX 君が 横 

浜に いる 時、 海岸通りの 淋しい 処 から 投身し ようとし 

ている の を 助けた ものであった。 その 時 女 は 横 浜の 豪 



商の 妾に なって いたが、 呼吸器に 故障が あって 転地 

している ところであった。 

それから X X 君と 女の 間 は 日毎に 接近した が、 その 

うちに 女 は 横 浜へ 帰り、 男 は 東京へ 帰って いるう ちに、 

男 は 兵役の 関係から 演習に 引 張り出されて 三 週間 ほど 

佐 倉の 方へ 往 つていた。 

その 時であった。 鎌 倉の 八幡宮の 前にあった あの 雪 

まんじゅう や あるひ しょかん 

の 下の 饅頭 屋へ、 某日 二通の 書翰が 届いた。 一通 は 横 

浜の 彼の 女の 家から 来た 書翰で、 一通 は 佐 倉に 居る X 

X 君の 書翰であった。 饅頭 屋の主 翁 は、 関係の ある 人 

の 書翰が こんなに い つ しょに 来る の も 珍ら しいと 思い 



ま 

ながら、 先ず X X 君の 書翰から 開封して 見た。 それに 

は 昨夜 怪しい 夢を見た が、 彼の 女に 何 か 変った こと は 

ないかと 書いて あった。 そこで 女の 家から 来た 書翰 を 

開けて 見た。 それ は 女が 前夜 病死した と 云う 知らせで 

あった。 
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